
滑川市における安心・安全な緑あふれる都市公園づくりの推進（防災・安全）

平成28年度　～　令和2年度　（5年間） 滑川市

（H28当初） （H30末） （R2末）

A1　都市公園・緑地等事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2 （百万円） 策定状況

A12-1 公園 一般 滑川市 直接 123.5 策定済

A12-1 公園 一般 滑川市 直接 9.5 策定済

－

－

小計（都市公園・緑地等事業） 133 －

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2 （百万円）

小計

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2 （百万円）

小計

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

合計

番号

備考

備考

備考

備考

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名 事業実施期間（年度）

工種

公園施設長寿命化計画策定（16公園）

費用便益比

滑川市滑川市 滑川市都市公園安全・安心対策事業

滑川市 滑川市都市公園安全・安心対策事業
長寿命化対策（滑川運動公園外 14箇所にお
ける公園施設の改築）

滑川市

事業者 要素となる事業名

Ｃ ー Ｄ ー

滑川運動公園は、有事の際に救援物資の集積・輸送拠点などの防災活動拠点として位置付けられているが、照明施設等の老朽化、広報設備の完備、防災活動を行う十分なスペースの確保が課題となっている。同時に通常使用の際には、運動施設や遊具を充実させることによって地域住民により
親しみやすい公園を目指しているが、既存施設の老朽化が問題となっており、それらをリニューアルすることによって、市指定避難場所としての機能強化及び安全を確保する。

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

0% 11% 28%

②長寿命化計画の策定された都市公園の割合　　長寿命化計画が策定済みの都市公園箇所数　÷　長寿命化計画を策定すべき都市公園箇所数　×　100 100%

①公園長寿命化計画に基づき改修・更新した公園施設の割合　　改築・更新した公園施設数　÷　改築・更新が必要な公園施設数（健全度判定C・D）

②長寿命化計画の策定された都市公園の割合をR2年度末までに１００％達成する。

備考

①滑川市の都市公園において、公園長寿命化計画に基づき改築・更新した公園施設（遊具等）の割合を０％から２８％へ増加させる。

社会資本総合整備計画（防災・安全交付金） 令和 ３年 ５ 月１１日

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

効果促進事業費の割合
全体事業費

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

１３３百万円 Ａ １３３百万円 Ｂ

0%

事業内容 市町村名

0%

番号

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

－



滑川市における安心・安全な緑あふれる都市公園づくりの推進（防災・安全）

平成28年度　～　令和2年度　（5年間） 滑川市

滑川運動公園は、有事の際に救援物資の集積・輸送拠点などの防災活動拠点として位置付けられているが、照明施設等の老朽化、広報設備の完備、防災活動を行う十分なスペースの確保が課題となっている。同時に通常使用の際には、運動施設や遊具を充実させることによって地域住民により
親しみやすい公園を目指しているが、既存施設の老朽化が問題となっており、それらをリニューアルすることによって、市指定避難場所としての機能強化及び安全を確保する。

計画の目標

社会資本総合整備計画（防災・安全交付金） 令和 ３年 ５ 月１１日

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 28%
指標：
対象施設の割合

最終実施値 25%

最終実施値 100%
指標：
対象公園の割合

最終実施値 100%

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の
発現状況（必要に応じて記述）

特記事項（今後の方針等）

・今後も引き続き利用者にとって満足度の高い公園となるよう整備を行うとともに、地域の防災拠点としての機能強化を図る。
・新たな５箇年の長寿命化計画に基づき、優先度の高いものから順に老朽化施設の更新を行う。

目標値と実績
値に差が出た
要因

目標値と実績
値に差が出た
要因

Ⅱ定量的指標の達成状況

・老朽化した既存施設の更新を行うことにより、地域の防災拠点としての機能を拡充することができた。
　さらに、利用者にとってより安全で親しみやすい公園となった。
　市内全ての都市公園について計画的に施設の改築・更新を進めるため、令和３年度から５箇年の長寿命化計画を策定した。

・当初計画していた小型遊具ではなく、老朽化した大型遊具の更新を優先したため、目標の更新数
に到達しなかった。


